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２３２３ ※開館時間は各館で

　ご確認ください

※大田図書室は

　土日も休室です

杵築市立図書館

２０２０年６月
図書館だより 【杵築市立図書館】

『永青文庫の古文書』（永青文庫編 / 吉川弘文館）

『国立公園を旅する』（日本国際放送企画 / NHK 出版）

『アイヌをもっと知る図鑑』（平凡社）

『子どものうつがわかる本』（下山晴彦監修 / 主婦の友社）

『komihinata さんの布あそび BOOK』（komihinata / ブティック社）

『苔ボトル』（佐々木浩之 / コスミック出版）

『老鳥との暮らしかた』（細川博昭 / 誠文堂新光社）

『人生がそんなにも美しいのなら』（荻原浩 / 集英社）

『ディック・ブルーナ』（ブルース・イングマン / 河出書房新社）

『レスキュー・ハンドブック』（藤原尚雄 / 山と溪谷社）

『おうちは遊びのワンダーランド』（木村研 / いかだ社）

『誰も気づかなかった』（長田弘 / みすず書房）

『立花三将伝』（赤神諒 / 講談社）

『濱地健三郎の幽（かくれ）たる事件簿』（有栖川有栖 / KADOKAWA）

『法の雨』（下村敦史 / 徳間書店）

『空のあらゆる鳥を』

　　　　　　　（チャーリー・ジェーン・アンダーズ / 東京創元社）

『ソードアート・オンライン　21 ～ 24』（川原礫 / KADOKAWA）

『印刷＆WEB コンテンツ制作の基礎知識』（生田信一ほか / 玄光社）

『図解心理学用語大全』（田中正人 / 誠文堂新光社）

『私がハーバードで学んだ世界最高の「考える力」』

　　　　　　　　　　　　　　　（廣津留すみれ / ダイヤモンド社）

『「江戸大地震之図」を読む』（杉森玲子 / KADOKAWA）

『開戦と終戦をアメリカに発した男』（福井雄三 / 毎日ワンズ）

『はじめての渋沢栄一』（渋沢研究会編 / ミネルヴァ書房）

『業平』（高樹のぶ子 / 日経 BP 日本経済新聞出版本部）

『少年と犬』（馳星周 / 文藝春秋）

『流星シネマ』（吉田篤弘 / 角川春樹事務所）

※児童書は裏面をご覧ください。

今　月　の　新　着　本今　月　の　新　着　本

【山香図書室】

【大田図書室】

『布で作るかわいいお財布』（日本ヴォーグ社）

『だから拙者は負けました。』（本郷和人監修 / 宝島社）

『痛みと不調を自分で治す人体力学』（井本邦昭 / 学研プラス）

『新型コロナウイルス』（水谷哲也 / 東京化学同人）

『畑から生まれた野菜のいちばんおいしいレシピ』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村千恵 / 家の光協会）

『味が決まる！レシピがいらない中火で 8 分蒸し』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（近藤幸子 / 家の光協会）

ほか

お待たせいたしました！

山香図書室と大田図書室のサービスを再開します。

再開にあたって、 図書館は最大限の努力をもって感染症予防にあたります。

とはいえ、 図書館の安全は利用者のみなさんのご協力あってこそです。

いろいろとご不自由をおかけしますが、 なにとぞご理解とご協力をお願いします。

　

　 開室時間　

   山香図書室　　9 時～ 17 時　（火曜日　休室）

　 大田図書室　　9 時～ 17 時　（火 ・ 土 ・ 日曜日　休室）

   図書館から利用者のみなさんへお願い

   新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、 ご協力をお願いします。

・ 発熱や咳など風邪の諸症状がある方は、 入室をご遠慮ください。

・ 入室時及び随時消毒用アルコールで手指の消毒をお願いします。

・ できるだけ短時間でのご利用 （長くても 30 分程度） をお願いします。

・ 原則として、 貸出 ・ 返却のみ可能です。

   その他のサービスについては閲覧席を含めてご利用いただけません。

山香図書室と大田図書室の
サービスを再開します 『タイムトラベル　「時間」の歴史を物語る』

　　　　　　（ジェイムズ・グリック / 柏書房）

時間とはいったい、何なのだろうか ? 未来や過去へ

行けたらどういう問題が発生し得るのか ? 「タイム

マシン」「失われた時を求めて」やスィフト、ル＝

グウィンなど、古今の物語 & 偉人の考えを通して考

察する。

『時空のパンドラ』（三芳端 / 東京図書出版）

人には、誰にでも生まれながらの分身がいる。

ミャンマーで生きる日本人医師・三上貞夫の分身

が体験する数奇な運命の結末は ? 民族、宗教、時

空を超えて人を結ぶ、不思議な物語。

『タイムマシン』（ウェルズ / 光文社）

時空を超える「タイムマシン」を発明したタイム・

トラヴェラーは、80 万年後の世界へ飛ぶ。そこは、

地上に住む華奢で穏やかなイーロイ人と、地底を

ねぐらにする獰猛なモーロック人の 2 種族による

原始的な階級社会だった…。ＳＦ不朽の名作。（池

央耿訳）

６月の特集 時間旅行

このほかにもたくさんの本を

　　ご用意しています。

6 月 10 日は時の記念日。
今回は時にまつわる物語や時間について
考えるきっかけになる本をお届けします。
この機会に“時間”について思いを
めぐらせてみませんか？


